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ＦＲＢＲ
Functional Requirements for Bibliographic Records

• 書誌レコードの機能要件
• 書誌レコードを分析（実体）

– Work （著作）
– Expression （表現形）
– Manifestation （体現形）
– Item （個別資料）

– その他：個人、団体、概念、物、出来事、場所
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書誌レコードの例

著作１：夏目漱石の「坊ちゃん」

表現形１：出版のために編集した著者のテキスト

体現形１：最初に刊行した図書

個別資料１：著者署名入りのコピー

個別資料２：XX大学で所蔵するコピー
体現形２：文庫本

表現形２：英語に翻訳されたテキスト「Botchan」



ＦＲＢＲ
Functional Requirements for Bibliographic Records

• 各実体の持つ属性
• 各実体の関連
• 利用者タスク（発見、識別、選択、入手）
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国際目録原則
Statement of international catalguing principles

• パリ原則（1961年）に続く新しい目録原則
• ＩＦＬＡの会議で検討中（2003年～）
• 標目を中心とする原則（パリ原則）→FRBR
を基にした書誌レコード、典拠レコードを中
心とした原則
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ＩＳＢＤ
International Standard Bibliographic Description

• ISBD（M:Monographic Pub.） 2002改訂
– FRBRとの整合性

• ISBD（ER:Electronic Resources） 1997改訂
– ISBD（CF:Computer Files）を改訂
– ローカルアクセス資料とリモートアクセス資料

• ISBD（CR:Continuing Resources） 2002改訂
– ISBD（S:Serials）を改訂
– 継続資料＝逐次刊行物＋更新資料
– 改題時の新しい書誌レコードの作成に関する指示

• ISBD（Consolidated Edition） 検討中
– ISBDの統合版



日本目録規則の最近の改訂

• １９８７年 １９８７年版

• １９９４年 １９８７年版改訂版

– 第８・１０・１１章の追加
• ２００１年 １９８７年版改訂２版

– 第９章 電子資料

• ２００６年 １９８７年版改訂３版



日本目録規則の最近の改訂

• １９８７年 １９８７年版

• １９９４年 １９８７年版改訂版

– 第８・１０・１１章の追加
• ２００１年 １９８７年版改訂２版

– 第９章 電子資料

• ２００６年 １９８７年版改訂３版



１９８７年版改訂３版の改訂内容

• 2章（図書）、3章（書写資料）の改訂
• 13章（継続資料 ）の改訂



１９８７年版改訂３版の改訂内容

• 2章（図書）、3章（書写資料）の改訂
• 13章（継続資料 ）の改訂



２章（図書）、３章（書写資料）の改訂 1

• NACSIS-CATの和古書・漢籍の導入への
対応

• ２章：従来の規則に（古）を表示することで
和古書・漢籍に関する事項であることを明
示

• ３章：従来の規則が和古書・漢籍を意識し
て作られているので、規則自体を改訂



２章（図書）、３章（書写資料）の改訂 2

• 和古書・漢籍の記述の作成単位→個別資料
（2.0.2.1C）

• 和古書・漢籍の情報源→資料全体へ
（2.0.3.1C）

• 和古書・漢籍特有の条項を追加
– 版表示 例）原則、版を表示しない（2.2.1.1D）
– 出版事項 例）すべての出版地を記録（2.4.1.1D）、出
版年の紀年での記録（2.4.3.2E）

– 注記 例）伝来、書き込み等の記録（2.7.4.X）
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13章（継続資料）の改訂 1

• ISBD（CR）への対応
• 逐次刊行物→継続資料
• 継続資料＝逐次刊行物＋更新資料

– 「逐次刊行物では・・・」「更新資料では・・・」と
表示して明示



13章（継続資料）の改訂 2

• 更新資料はタイトルが変化した場合は、タイトル
を改める（新しい書誌的記録は作成しない）

• 逐次刊行物のタイトルの重要な変化と軽微な変
化の導入

• 重要な変化がある場合は、新たな書誌的記録を
作成する

• 重要な変化だが、軽微な変化にも該当する時は
軽微な変化とみなす

• 重要か軽微か迷う場合は、軽微な変化とみなす



13章（継続資料）の改訂 3

• 重要な変化 （13.1.1.3A）
– 日本：主要な語の変化、追加、削除
– 日本：語順の変化
– 欧文：5語以内の変化、追加、削除、語順の変化
– 欧文：6語以降で、タイトルの意味や主題が変わる
– イニシャル、頭字語の変化
– 言語の変化
– タイトル中の団体名の変化



13章（継続資料）の改訂 4

• 軽微な変化 （13.1.1.3B）
– 日本：助詞、接続詞、接尾語の変化、追加、削除
– 日本：重要でない記号の変化、追加、削除
– 日本：逐次刊行物の種別を示す語の変化、追加、削除
– 欧文：冠詞、前置詞、接続詞の変化、追加、削除
– 欧文：スペル、句読法、語形変化
– 欧文：逐次刊行物の種別を示す語の変化、追加、削除
– 意味や主題の変化につがらない語順の変化、追加、削除
– イニシャル・頭字語⇔完全形
– 本タイトル⇔並列タイトル
– 文字種の変化
– 団体名の表記の変化



ＡＡＣＲの動向

• ＡＡＣＲ2
– 2002年改訂版の発行

• ＡＡＣＲ3
– 2008年の発行を目指しドラフトの検討中
– AACR→RDA（Resource Description and 

Access）へと名称変更予定



AACR2R2002の特徴

• 出版形態の変更
– 加除式。2003、2004、2005に更新を実施

• ISBD（CR）への対応
• ISBD（ER）への対応



ＮＣＲ、ＡＡＣＲ改訂による影響

• NCR2、3章の改訂は既にNACSIS-CATで
導入済なので大きな変化はない。

• NCR13章、ＡＡＣＲの改訂に伴い、
NACSIS-CATでは本タイトルの変化につ
いて改訂。

• 加除式資料⇒更新資料とし、CD-ROM等
も扱えるように改訂。


